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発生の扁平上皮癌 14 例、定義上 VI を伴わない上皮内腺癌及び微少浸潤癌 52 例、術前治療例 18 例
を除外し、81 例の末梢発生扁平上皮癌、255 例の浸潤性腺癌の合計 336 例を対象とした。 
(結果) 
全例の 5 年生存率は VI 陽性群が 38.4％、陰性群が 76.3％であり、統計的な有意差(p<0.0001)
を認めた。多変量解析では、病理学的 N 因子と同等の独立した予後因子として VI は評価され、




かった(p=0.58)。扁平上皮癌は、VI 陽性症例を癌細胞が浸潤する血管径に応じて 2 群に分け解析を







μm 未満 (small vascular invasion: SVI) の群と比較し遠隔転移併存症例の頻度が高く、また空洞
所見が有意に多く観察された。 
(考察) 
VI は既存の種々の予後因子との組み合わせで行った多変量解析において、病理学的 N 因子と同
等の独立予後因子であることが示され、有力な予後因子であることが再確認できた。 
 組織型の違いによる差異として、VI 陽性腺癌は陰性の腺癌と比較して予後が悪いことを示した
が、扁平上皮癌における VI の予後に対する影響は明らかではなかった。腺癌では VI が予後と相関
することが過去にも報告されており、本研究においても腺癌の VI の発生率 45.1%に対して扁平上
皮癌では 55.6%と高率に VI を認めるものの、VI の予後への影響は腺癌の方が大きいことが判明し
た。 






 扁平上皮癌における VI は予後因子としての意義が乏しいことから、癌細胞の浸潤する血管径に
注目して検討し、LVI が遠隔転移の発生頻度、および空洞性病変と強く相関していることを明らか
にした。血行動態を考えると、静脈性の LVI が腺癌とは異なる潜在性、及び術後早期の遠隔転移に













平成 25 年 12 月 27 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説
明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
